
鶴来高校との議会報告で寄せられた意見について R4.10.18 

（テーマ） 

・住み続けたいと思うまちづくり 

・若者（自分達）がまちづくり（政治）に興味を持つためには 

・どうなれば（どうすれば）若者（自分達）は投票（選挙）に行くか 

 

No 議会報告会での高校生からの主な意見 常任委員会での協議内容 

1 
白山警察署 鶴来庁舎の交差点の信号が短いの

で長くしてほしい。 

歩行者等の状況を確認しましたが、確

認時間中、灯火が赤色になって横断歩道

を渡りきれない歩行者は確認できません

でした。白山警察署には、すでに信号機の

周期見直し要望を伝えてあり、警察署で

は、これまでこの交差点については同種

の要望はないとのことでしたが、現場を

確認の上、検討するとの回答を頂いてい

ます。 

2 
ＳＮＳで写真映えするところをもっと発信して

は。 

本市は山川海の自然が豊かで、手取峡

谷、綿ヶ滝、獅子吼高原からの手取川扇状

地、白山白川郷ホワイトロード、松任海浜

公園、小舞子海岸など写真映えするスポ

ットがたくさんあります。それらは白山

市、白山市観光連盟、白山手取川ジオパー

ク推進協議会等にてインスタグラムやフ

ェイスブックなどのＳＮＳを活用して写

真や動画で発信を行っているところで

す。また今年度、大学連携推進事業の大学

パートナーシップ事業補助金を活用し、

金城大学短期大学部が観光パンフレット

を作成しています。そのパンフレット作

成の際に撮影した写真については、市に

提供していただけることになっています

ので、学生が撮影した写真の活用も含め、

引き続き発信してまいります。 

 

 

 



3 

①分かりやすい漫画や動画での説明があると興味

を持つのでは。 

 

②選挙に関する情報がない。話題が身近だとよ

い。 

 

③興味がない。自分の一票では変わらない。 

 

④オンライン投票ができるとよい。 

 

⑤俳優やタレントが投票の呼びかけを行って、ユ

ーチューブで見られるようにしてはどうか。 

 

⑥選挙割のようなメリットになるものがあるとよ

い。 

①市が独自に漫画や動画を作成するの

は、人的にも予算的にも大変難しいもの

と考えていますが、総務省では、主権者の

教育動画の「18 歳になったら選挙に行こ

う」というアニメをユーチューブで公開

しています。啓発冊子は、題名が「池上彰

の漫画でわかる選挙と政治の話」という、

選挙や政治のことを書いたとても分かり

やすい冊子で、本市では、18 歳になって

選挙人の登録となった方に、市の選挙管

理委員会が作成したチラシ等と一緒に郵

送しています。 

②情報がないという点については、市で

はホームページやフェイスブック、ＬＩ

ＮＥ、広報はくさん、防災行政無線、それ

から新聞広告、庁舎の懸垂幕などで情報

を発信しており、国・県と連携しながら、

他市の選管等とも情報を共有し、さらに

分かりやすい選挙啓発、情報発信を進め

ていきたいと思っています。 

③選挙公約や、政治が身近に考えられな

い、興味がない、自分の一票では変わらな

いという御意見についてですが、選挙は

自分たちの思いを社会に反映していく民

主主義の根幹であり、とても大切なもの

です。投票を身近なものに感じていただ

くために、コロナ禍で中止しておりまし

た中学校の出前講座につきまして、今年

度は２校で実施の見込みです。 

④オンライン投票が実現すれば、選挙事

務の効率化と有権者の利便性が大きく向

上することは間違いございませんが、本

人確認やなりすまし投票への対策、改ざ

ん防止策、システム上のトラブルの対応、

パソコンやスマートフォンの扱いに不慣

れな方たちへのフォローなど大きな課題

が幾つもあり、こういった課題がクリア

されれば、利用者の方の利便性のみなら



ず、執行側にも大変事務の効率化につな

がりますが、これはまだまだ先のことで

はないかと考えています。 

⑤俳優やタレントの起用ということです

が、市独自では難しいと思います。国政選

挙になりますと、例えば今年７月の参議

院選挙では、歌舞伎役者の市川猿之助さ

ん、歌手の生田絵梨花さんを起用して、テ

レビＣＭやインターネット広告を行って

います。 

⑥選挙割のようなメリットになるものが

あるとよいということについてですが、

選挙割は店舗による割引サービスなどの

営利活動で、選挙管理委員会が行う選挙

の啓発活動とは区別して考えなければな

らないと考えています。ただ投票率の向

上のための一つの取組ですので、他の自

治体の動向も参考にしていきたいと思っ

ています。 

4 明石市のような子育て支援があるとよい。 

本市においては、高校卒業までの医療

費の無償化や、全額ではありませんが、第

２子の半額、第３子の保育料の無料化、そ

して赤ちゃん訪問を実施しています。そ

の他におきましては、こども食堂、小学校

１年生の少人数学級等、病児保育施設に

つきましても実施しています。特に７か

月児の健診時におけるブックスタート事

業、絵本の配付は市独自で実施している

事業です。 

5 
好きなアーティストが来てくれるような、大き

なホールがあるとよい。 

本市には松任、美川及び鶴来地域にコ

ンサートが開ける施設が設置されてお

り、各施設では、数々のコンサートが開催

され、また、市民の文化活動の発表の場と

して活用されています。しかしながら現

在のところ、東京、大阪などの大都市圏に

あるような数万人規模を収容するホール

について建設の予定はありません。 



6 
金沢市から自転車で通っているが、小柳、道法寺

付近は街灯が無くて暗い。 

本市では主要な交差点や小・中学校の

通学路に対して道路照明灯を設置してい

ます。高校の通学路は多数の路線があり

ますので、対応は難しい状況ですが、駅周

辺などについては明るさの確保に努めた

いと考えています。そのほか町内会が必

要とする箇所においては、防犯灯として

市が設置し、町内会が管理しています。お

問い合わせの箇所について具体的な箇所

をお示しいただければ、町内会や市教育

委員会と現地を調査し、設置を検討した

いと考えています。 

7 融雪装置の水量調整をうまくしてほしい。 

本市では幹線道路を中心に融雪装置を

設置しており、降雪前に水量調整を実施

しています。その後、トラックなどの重量

車両の走行により、水量調整が崩れる場

合がありますので、パトロールを実施し、

必要に応じて再調整を行っている状況で

す。お気づきの箇所がございましたら、市

まで御相談いただければと考えていま

す。 

 

  



松任高校との議会報告で寄せられた意見について R4.10.28 

（テーマ） 

・住み続けたいと思うまちづくり 

・若者（自分達）がまちづくり（政治）に興味を持つためには 

・どうなれば（どうすれば）若者（自分達）は投票（選挙）に行くか 

 

No 議会報告会での高校生からの主な意見 常任委員会での協議内容 

1 

都市化が進む中で白山市は自然が多くてよい。

ごみ減量やリサイクル推進で自然が多くきれいな

まちにしてほしい。 

市では、ごみの収集日や分別方法など

を分かりやすく記載したごみカレンダー

を毎年各世帯に配布し、ごみの出し方等

について周知しているほか、町内会ごと

に委嘱した廃棄物対策推進員や、まちか

ど市民講座を活用し、ごみの減量化・資源

化についての啓発を行っています。また、

クリーン作戦や海岸清掃などの環境美化

活動の推進や、生ごみ処理機による処理

物の再資源化の促進も行っており、今後

とも、環境への負荷の少ない、美しい循環

型社会の実現に向けて、ごみの減量とリ

サイクルを推進してまいりたいと考えて

います。 

2 
高校内で投票できるようにしたらよいのではな

いか。 

高校で投票できるのは、18 歳の誕生日

を迎えた生徒のみとなり、夏休みや卒業

式直前など、登校者がいない時期もあり

ます。また文化祭やテスト期間に重なっ

た場合は、難しいと考えています。 

3 
 学校でも総合学習の授業などでまちのことを調

べて、知識と興味を高める教育をしたらよい。 

学校では、地域の歴史・文化・産業等に

併せ、白山手取川ジオパークについて理

解を深める授業を推進しています。小学

校３年生の総合的な学習の時間において

は、まちのことを調べて発信するという

学習を行っています。また、高学年では、

地域や社会の今日的な課題に対する認識

を深め、地域と関わりながら学び、自己の

生き方を考えるようなテーマ設定をして

学習している学校もあります。中学校で



は、３年間を通して、地域の環境・産業・

伝統文化等に目を向け、持続可能な社会

の構築に向けて、地域への提案をするよ

うなテーマを設定している学校が多くあ

ります。今後においても、地域の学習資源

や人材活用を通して、児童・生徒の郷土

愛、社会への参画意識の向上を図ってい

きたいと考えています。 

4 
 住宅街の中（西新町付近）に街灯があるとよ

い。 

白山市では主要な交差点や小・中学校

の通学路に対して道路照明灯を設置して

います。そのほか住宅街の中については、

主に防犯灯として市が設置し、町内会が

管理しています。お問い合わせの箇所に

ついて具体的な場所をお示しいただけれ

ば、町内会や市教育委員会と現場を調査

し、設置を検討したいと考えています。 

5 帰り道の田んぼ（福永町付近）が暗い。 

白山市では主要な交差点や小・中学校

の通学路に対して道路照明灯を設置して

います。田んぼ沿いへの道路照明灯につ

いては、稲の育成に影響がありますので、

設置については慎重に検討する必要があ

ります。また、高校の通学路は多数の路線

がありますので、対応は難しい状況です

が、駅周辺などについては明るさの確保

に努めたいと考えています。 

6 
 金剣通りの歩道の段差が急で自転車がパンクし

たことがある。 

高校生が運転する自転車は軽車両とし

て車道の左側を走行することとしていま

すので、歩道の走行は危険性の高い箇所

などに限定して御利用いただきたいと考

えています。また、金剣通りは両側歩道の

主要幹線道路として整備しています。歩

道は安全性の向上などを目的に、車道か

ら約 20センチメートル高く整備していま

すが、住宅への乗り入れのためのスロー

プ箇所が多くなるほど利用上の課題も多

く、近年は段差を小さくした歩道の整備

を進めています。今後につきましても、職



員によるパトロール等により、危険性の

高い箇所から順次補修する予定ですが、

お気づきの箇所がございましたら、市ま

で御連絡いただきたいと考えています。 

7 
美川おかえり祭りやほうらい祭りなど、地元の

祭りをもっと広めてほしい。 

美川おかえり祭りやほうらい祭りをは

じめとする本市の地元の祭り、イベント

については、市の広報はくさんやメール

配信サービス、白山市観光連盟のホーム

ページやフェイスブックで随時お知らせ

をしています。また、イベント主催者が作

成したポスターやチラシの配布により、

周知も図られているところです。学生の

皆さんにはぜひお祭りに足を運んでいた

だき、若く感性豊かな目で撮影した写真

等を御自身のＳＮＳに投稿していただけ

ると、なお広く県内外の皆さんにお知ら

せできると考えています。 

 


